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発刊　に　あ　た　っ　て

平成3年3月31日繚塚古墳群第一調査区の発掘調査報告書を刊行いたしましたが、つづいて今

回第二調査区、第三調査区の報告書を刊行いたしました。第二、第三調査区は、第一調査区に比

べ、調査面積も広範で、発掘調査した古墳は9基を数えました。出土物もおびただしい数にのぼ

りましたが、復元できるものは総て復元し、町民俗資料館に保存展示して、広く町民の文化財に

ついての意識を高めるとともに、長く後世に伝え、町発展の活力にしたいと考えております。

最後に、本発掘調査にあたり、ご指導いただいた県教育委員会並びに、ご協力いただいた地権

者の方々に厚く御礼申し上げてあいさつといたします。

平成4年3月1日

大野原町長　薦　田　良　知



は　じ　め　に

郷上に残されている文化財は、ふるさとの先人連が残した貴重な文化遺産であります。これら

文化財を大切に保護し、文化財に学んで、新しい文化を創造することは、現代に生きる私たちの

賓務であると恩います。

このたび四回自動車構漸道工事が、大野原町区で施行されるに当たり、高速道路の盛上を縁塚

一帯から採土する計画がすすめられました。大野原町の東端部に位置する丸井地区縁嫁一帯には、

音域遺跡のあることが伝承されていて、確乎塚附近からは須恵器や装身具が出土した例がありま

す。町教育委員会では、県教育委員会文化行政課のご指導とご援助を得て、昭和60年3月予備調

査を実施し、遺構4基を確認するとともに、須恵基片多数を採取しました。この予備調査により

大規模調査の必要なことが判明し、昭和60年8月から約1ケ年余本調査をすすめてまいりました○

調査が広範囲に及んだことと、調査期間も長期間を要したので、全体を3調査区に区分して実施

しました。

第1調査区　　5、腕11号墳　　　自昭和60年8月至6年は月

第2調査区　　7、12　号墳　　　　　自昭和61年1月至61年4月

第3調査区　1、、、　号境　目昭和鋸年5月至61年11月

13、14、15　号墳

調査区一帯は、柿畠やみかん畠に開墾されていて、3号、13号、15号の3基は遺構の殆どが破

壊され、石室の基底石が残っていた古墳は、1号、2号、10号、11号、12号、摘号の6基で他は

石室の梯形が残っているに過ぎなかった、しかし全体では非常に多数の遺物を検出することが出

来て、本町の文化財の歴史に新たな1ページを加えることが出来ました。

本調査報告書は第2、第3調査区の報告であります。

最後になりましたが、今河の発掘調査に当たって、終始熱心にご指導賜りました香川県教爾委

員会文化行政課はじめご協力いただきました関係者各位に厚くお礼申し上げます○

平成4年3月1日

大野原町教育委員会　教育長　藤　川　美　男



1．本書は、四国横断自動車道の大野原地区の建設に伴って、昭和60年度より昭和61年度に亘っ

て実施した縁塚古墳群遺跡の発掘調査概要報告である。

2．発掘調査は、香川県教育委員会事務局文化行政課の指導の下大野原町教育委員会が実施した。

調査体制は以下のとおりである。

総　　括

大野原町教育委員会　教　育　長

教育課最

前教育課最

前教沓課長

前教育課長

調査担当

元香川県文化財保護協会専門委員

大野原町文化財保護協会　会員

庶務係

大野原町教育委員会　課長補佐

前　主　幹

前主任主事

3．執筆にあたっては、次のように執筆分担した。

藤　川　美　男

石　川　　　毅

高　木　茂　樹

藤　田　　　茂

菰　田　　　力

高　橋　邦　彦

真　鍋　和　三

高　橋　剛　練

守　谷　信　雄

渡　辺　久美子

第二、第三調査区　　高　橋　邦　彦

図版・写真作成　　　真　鍋　和　三

4．調査の実施や整理報告に際し下記の方々から多大のご協力を受けました。謝意を表します。

茨　木　義　応　　台　目　春　雄　東　鍋　三　二　　岡　田　恒　夫

山　田　恒　男　　藤　川　正　晴　岡　田　ヨシヱ　　茨　木　シズ子

茨　木　シゲノ　　山　田　正　美　　小　出　トヨ子　　井　上　シズ子

小　出　美智子　　大　川　愛　子　石　川　笑己子　　三　好　富士子

5．本書に使用した遺構・出土遺物の実測図及び出土遺物は、大野原町教育委員会が保管してい

る。
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第1章　地理的環境

第2章　歴史的環境

第3章　調査の方法

第4章　調査の結果

［I］第二調査区

（1）　7　号　墳

1墳　　　丘

2　出　土　品

（2）12　号　墳

1　墳丘と石室

2　出　土　品

［Ⅱ］第三調査区

（1）　1　号　墳

1墳丘と石室

2　出　土　品

（2）　2　号　墳

1墳丘と石室

2　出　土　品

（3）　3　号　墳

1　出　土　品

（4）　4　号　墳

1墳丘と石室

2　出　土　品

（5）13　号　墳



㈲　14　号　墳

1　石　　　室

2　出　土　品

（7）15　号　墳

1墳　　　丘

2　出　土　品

第5章　ま　と　め



第1章　地理的環境

大野原町は、三豊平野の西端部に位置し、南部は

雲辺寺山系をいただき、その山麓の丘陵地から西方

燵灘に向って展開する平野部からなっており、丘陵

地の裾野を梓田川が北流している。雲辺寺山（標高

911m）の山頂から西北山麓にかけての和泉層には、

明治初年に大野原村外近隣、7ケ村が組合をっくっ

て植林をした部分林が緑をたたえており、山麓の大

部分は洪積層で、雲辺寺ケ原と呼称する上位台地を

「　　、－
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大野原町位置図

形成しており、平野との境界部分には、三豊層が帯状に分布している。縁塚古墳群は、海抜榔O

mのこの三豊層の上に営まれたもので、粁田川の中流の東方約300mの丘陵地に位置した三度笠

風の互いに重なり合った三つの丘陵からなっている。附近には、大池・羽子池場瀬戸池・大谷池

など溜池が点在しており、東方約100mには粁田川の支流である大池川が北流していて潅がい用

水の水源地となっている。

大池川並びに経口用の流域は、雲辺寺ケ原台地に深く喰い込んだ渓谷で水利に恵まれ、風雨に

ょる災害の少ない地域で苗代稲作文化の発祥には好適であったと想像される○

又、附近一帯の丘陵地は、雑木の繁茂した台地で動物の棲息には最適の台地であったと患われる

が大正初期の壇、養蚕業の隆盛とともに桑畑に開墾され、その後、時代の変遷とともに現在の柿

畠、みかん畠に変わってきた。

－1－
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第2章　歴史的環境

三豊郡は北・東・南部の三方が山系によって囲まれているが、西方は洋々とした燵灘に面して

眺望に恵まれている。東北部の雨水は高瀬川に集水されて三野津湾に注ぎ、南東部の雨水は財田

川となり郡の中央部を西下して燵灘に流入し、雲辺寺山系の雨水は杵田川となって観音寺市を流

れて燵灘に流下している。これら三河川の流域は農耕生活に最適の条件を備えているので太古か

ら人々の住居地として利用されていたと思われる。

三豊郡内には旧石器時代の確かな遺跡は発見されていないが、新石器時代を迎えての縄文式文

化時代の早期遺跡として、穀粒文を施した尖底土器の出土で有名な仁尾町中蔦島貝塚、同南草木

遺跡、詫間町の蟻の首遺跡、西浜遺跡、東浜遺跡、生里遺跡、箱遺跡、大浜遺跡、豊浜町の院内

遺跡が知られている。

弥生式文化時代の遺跡としては、室本町の遺跡から出土した弥生式土器が有名であり、弥生式

中期の土器としては、大野原町神田古墳から出土した土器、豊中町、及び財田町から出土した土

器があり、弥生式後期の土器は郡内広域から発見されている。

尚、弥生式文化時代の宝器であった青銅器も多数発見されており、観音寺市菩提山の藤の谷遺

跡から細型銅剣三口が、山本町辻西遺跡から銅鉾一口、高瀬町北候遺跡から平型銅剣三口、同羽

方遺跡から銅鐸一口、平型銅剣一日が、三野町弥谷山遺跡から平型銅剣五口が、それぞれ出土し

ている。

古墳時代の遺跡としては丸井地区繚塚古墳群を中心に調査をすすめると、縁塚の東方500米附

近に横たわる緩い丘陵性の台地に雨宮古墳、平岡古墳・岩鍋遺跡が点在しており、これとは反対

側西方1km附近には、岡の宮古墳群が又約300m西方を流れる杵田川の左岸に接する赤岡山には

赤岡山古墳群が点在している。更に西方約2kmの宮の下には巨大な横穴式石室で著名な椀貸塚、

角塚、平塚が一直線に並んでいる。尚、大野原町内で姿を消滅した古墳として、豆塚、観音堂古

墳、石砂古墳、三塚、経塚、小森塚、神田古墳、埴穴塚、野田古墳等がある。また、繚塚古墳群

の北方約2300mに丘陵全体に点在する母神古墳群がある。

－3－



写真1線塚附近の遺跡

写真2　緑塚全景

－4－



調腰の憲法

繚塚全体は三度笠風の互いに蛮な　あ㌢た三つの丘陵から出来ているので、第　調査区　報

告ずみ）第2調査区、第3調査区に分離して調査をすすめた。

…当主…
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（1）第二調査区
FK6（Ⅹ＝119β75．169　　Y＝17，857．244）を基点として、東西7m、南北10mの長方形

に区画 し、その測点 ⑳グ リッ ドの名称 および地盤標高 について は、緑塚古墳群第二調査区基準
測　　 点 杭　 点　 標　 高 地　 盤　 標　 高

杭設置位置図 に示す。なお、遺構等 の実測 は 1 ／ 10 と 1 ／20の縮尺 で実施 し、必要 に応 じて使

0 65 ．183 65 ．07
い分 ける ことと した。

藤 塚 薗 墳 群　 第 2 調 査 匿　 基 準 杭 設 置 位 置 図

N －10 64 ．523 64．32

N －20 63．237 63．09

N －30 61．924 61．76

E － 7 64 ．999 64 ．85

第 2 調 査 区 基 準 杭 標 高 一 覧 表 E － 14 64 ．57 0 64 ．49

S 30、－＿W 18 E －21 63 ．622 63 ．44

S －10 65 ．28 1 65 ．20
§30

S 30

S

E 14　N 20
十W 14

N lO W 14　 S 20 W 14　N 30 W 14

W 7

30

S －20 65 ．434 65 ．21

W 7　 S 20

S lO

W 7　 S lO

W ll　 W

W 7　　 W こ

11

7　　 N lO W 7‾　N 20 W 7　 N 30
S －30 62 ．134 6 1．80

W － 7 65 ．040 64 ．84 ・

30　　　 S

S 2

20　　　 S

S l

10

N l

N

N 2

10　　　 N 20　　　 N
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S 30

E 7　N 20

S 4

E 7　N lO

S 3

E 7　　 E

N 3

7　　 N lO E 7　 N 20 E 7　N 30 E 7

N lO－ E 7 64 ．532 64 ．35

N lO － E 14 63．617 63．46

N 20 － E 7 62．311 62 ．12

E 14　S 20

S 6

E 14　S lO 一

S 5

ーE 14　　 E

N 4

14　　 N lO E 14　N 20 E 14
N 20 － E 14 62．159 61．97

S 20 － E 14 64 ．450 64 ．18 N 30 － E 7Y ＝17，857．244

S　20 －E 21 S lO

F

E 21　 E

6

21

10m

S 20 － E 2 1 62 ．640 62 ．44 N lO －W 7 64 ．845 64 ．58

国
ll
トー⊥C⊃
q〇
cc）
－・JCn
蒜
CD 0　　　　 5

S 30 － E 7 6 上6 12 6 1．34 N lO －W 14 63 ．553 63．32

S 30 － E 14 6 1．・486 6 1．26 N 20 －W 7 63 ．98 1 63．79

S lO －W 7 65 ．398 65．21 N 20 －W 14 64，14 1 63．96

S lO －W ll 64 ．110 63．94 N 30 －W 7 62．858 62．68

S 20 －W 7 65 ．4 69 65．31 N 30 －W 14 63．037 62 ．79

S 20 －W 14 64 ．375 64 ．20 S lO － E 7 ・ 65．101 64 ∵96

S 30 －W 7 63．38 6 63．14 S lO －E 14 64 ．809 64 ．63

S 30 －W 14 63．397 63．14 S lO－ E 2 1 63．8 75 163 ．66

S 30 －W 18 63．44 6 6 3．23 S 20 － E 7 65 ．233 65 ．00
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0　　　5　　10m

』忌忘表

（2）第三調査区
FK5（Ⅹ＝119，956．380　Y＝17，945月64）を基点とし、東西7m、南北10mの長方形に

区画した。その測点⑳グリッドの名称および地盤標高については、繚塚古墳群第三調査区基準

杭設置位置図に示す。なお、遺構の実測は1／10と1／20の縮尺で実施し、必要に応じて使い

分けることとした。

線蝶番埴群　第3調査匿　基準抗設置位置図
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第3調査匿　基準標高一覧表

測　　 点 杭　 天　 標　 高 地　 盤　 標　 高

0 65．175 65P．05

N　 lO 65．108 64 ．98

N　 20 64 ．916 64 ．77

N　 30 64 ．833 64 ．67

N　 4 0 64 ．4 14 64 ．2‾6

N　 50 64 ．317 64 ．21

N　 60‾ 63．384 63．28

N　 70 62．94 0 62 ．7 7

N　 80 62．569 62 ．2 9

E　 7 65．317 65．17

E　 14 65．107 64 ．95

S　 lO 65．305－ 65．12

S　 20 64 ．674 64 ．4 6

W　 7 65．18 9 65．02

W　 14 64 ．570 64 ．4 9

W　 2 1 63．013 62．8 7

N lO － E 7 65．158 65．00

N lO － E 14 64．493 64 ．39

N 20 － E 7 65．015 64 ．86

N 20 － E 14 65 ．011 64 ．86

N 20 － E 2 1 63 ．282 63．28

N 30 － E 7 64 ．774 64 ．60

N 30 － E 14 64 ．445 64 ．24

N 30 － E 2 1 62 ．607 62 ．61

N 4－0 － E 7 64 ．555 64 ．4 1

N 4 0 － E 14 64 ．20 1 64 ．04

N 4 0 － E 21 63．535 63 ．3 1

N 4 0 － E 28 62 ．04 7 61．80

N 50 － E 7 64．290 64 ．20

N 50 － E 14 64．311 64 ．17

N 50 － E 2 1 63．44 9 63．28

N 50 － E 28 62．205 62．04

N 60 － E 7 63．248 63．03

N 60 － E 14 64 ．4．15 64 ．23

N 60 － E 2 1 63．762 63．62

N 60 － E 28 62．08 6 61．94

N 7 0－ E 7 63．099 62．94

N 7 0－ E 14 63．233 6 3．08

N 70 － E 2 1 63．042 6 2．88

N 7 0 － E 28 ．61．795 6 1．69

N 8 0－ E 7 62．44 1 62 ．29

N 8 0－ E 14 62．263 62 ．03

N 8 0－ E 2 1． 62．003 6 1．84

N 8 0 － E 28 62．88 6 6 1．70

N lO －W 7 62．98 6 64 ．84

N lO －W 14 64 ．260 64 ．19

N lO －W 21 62＿．919 62 ．78

N 20 －W 7 64 ．863 64 ．69

N 20 －一W 14 64 ．097 63 ．97

N 20 －W 21 63．010 62 ．76

N 30 －W 7 64 ．74 7 64 ．58

N 30 －W 14 64．697 64 ．50

N 30 －W 21 64 ．002 63 ．88

N 40 －W 7 64．365 64 ．22

N 4 0 －W 14 63 ．904 63 ．70

N 40 「－W 21 64 ．078 63．．93

N 50 －W 7 64 ．317 64 ．18

N 50 － W 14 64 ．185 64 ．09

N 50 － W 2 1 63 ．838 63．77

N 60 － W 7 63 ．575 63．4 1

N 60 －W 14 63 ．524 63．34

N 60 － W 2 1 63 ．4 10 63 ．26

N 70 －W 7

N 70 －W 14

N 70 －W 2 1

N 80 －W 7

N 80 －W 14

N 80 －W 21

S lO － E 7 64 ．836 64 ．84

S lO －W 7 65．256 65 ．12

S lO －W 14 64 ．730 64．60

S lO －W 21 63．210 62 ．98

S 20 －W 7 64 ．753 64 ．53

S 2 0 －W 14 65．027 64 ．86

S 2 0 －W 21 63．960 63．81
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第4章　調査の結果

［I］第二調査区（第3・4図）

本調査区は南側面及び西側面が急斜面であり、北及び東方向はやや緩やかに傾斜している。昭

和の初め雑木林を開墾し、果樹園として耕作されてきた処である。したがって、頂上附近は標高

65m程度に削平され、表層部には幅70cm～100cm、深さ50cm～70cmの施肥溝が網の目のように掘

削されており、2基の遺構とも破壊されていた。

写真　3　第2調査区　南西より

写真　4　第2調査区　　東より

－14－



7号墳

貫き三怒転‘‾辛

夷尋定言∴ご腰「∵7㌢丁ふ斗了‾？毎
写真　5　第2調査区　調査後全景

緑塚第2調査区　発掘調査作業風景
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第4図　7号墳e12号墳配置図
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（1）7号墳（第5図）

最頂部に位置し、最も破壊を受けて、辛うじて天幅2m、直径16m程の周濠とその西端より

中心（東）にむかった幅80cm、長さ3m程の墓道とこれに続く羨道の基底石の掘り形（長さ2

m30cm、幅60cm程）を検出した。羨道に続く玄室と想定される区域は削平され、基底石の掘り

形は遂に検出できなかった。しかし、砂利と粘土の混じった撹乱層から枕石と思われる三日月

形の長さ38cm、幅15cm、厚さ7cmの川原石と、ガラス小玉の破片、鉄刀片を検出した。尚、周

濠の西南部、北西部、北東部から須恵器片を検出した。

7号墳は見晴らしの良い西方に開口した直径16cmの周濠を伴う横穴式石室の円墳であると推

考する。

写真6　7号墳

写真7　7号墳周場内土器出土状況　①

写真8　7号墳周壕内土器出土状況　②

－20－
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出土品について

広口短頚柑（1）（第6図）

器高8cm、口径8．5cm（ロ緑部欠矢のため

推定寸法）、休部最大径11．4cm。頚部はわず

かに残存している。器体部は径に比して器

高が低く餅状を呈している。器体部の上半

は回転パケナデ調整、下半は回転へラ削り

調整、内面はユビナデ調整による有蓋短頚

相である。

広口短頚増（2）（第6図）

器高8．5cm、口径9．2cm、頚部の高さ3cm、

休部最大径11．6cm。口頚部は直立し、口縁

端部には丸味がある。器体部は肩の張りは

少なく、体底部は、丸底で回転へラ削り調

整が施されている。

増蓋（第6図）

器高3．7cm、口径10．5cm。頂部はへラ削り

調整が施され、口縁端部は段をなし内傾し

ている。

塔蓋（1）（第6図）

器高4．2cm、口径15cm。天井部はへラ削り

未調整であり、ロ縁部との境界付近には、

浅い沈線が施されている。口縁部は丸味を

持ちっっ「ハ」字型に外反しているが、端

部は内傾し、丸く仕上げている。

杯（第6図）

器高4．1cm、口縁部径15．1cmで、器体部外

面は、底部をへラ削りの後、ナデ調整が施

されている。立ち上がりは外反しつつ内傾

し、端部は丸く仕上げている。

写真10　広口短頚柑（2）

－23－



台付長頚壷（第6図）

台部は基部から欠失しているので器高の

計測は不能。頚部高8皿、器体部高9・1cm、

器体部最大径13．4cm、口径7．0cm、口頚部径

4．7cmである。口頚部の中程に二条の沈線

があり、器体肩部にも二条の沈線がある○

肩部より下部はへラ調整がなされている0

襲（第7図）

口縁部は欠失している。口頚部は緩やかに外反し、上部に二条、基部に三条の沈線をほど

こし、その間にへラがきによる文様帯がある0休部は高さ18・2cm、最大径23・4cmで、肩部に

ゃや張りがあるものの、ほぼ球体をなし、底面はおおむね平らになっている0外面は格子叩

きの後カキ目調整をしている0内面は同心円・円弧叩きを施している0

小玉

紺青のガラス小玉の破片4個を検出した0

鉄刀片（第8図）

（1）長さ7．8cm、幅3．1cm。

（2）長さ6．9cm、幅2．5cm。

上記（1）・（2）は同一固体かと思われる○

写真14　台付長頚壷

写真15　聾

ー24－
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第8図　鉄刀片
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（2）12号墳（第9・10・11図）

12号境は7号項より北東に15m

の地点、緩い膨らみを示しつつ下

降する北面に位置する。

天幅1m～1．8m、直径11m程度の

周濠に組まれた円墳と推考される。

主体部はN－90－Wに主軸を

恵三1・・－・：．・！
．

写真1912号墳主体部（石礫床上層部）

取り、北北西に開口する両袖式の横穴式石室

である。石室の上部は破壊されていたが、礫

床部は良好に遺存されていた。石室の規模は

玄室の長さ2．7m、奥壁の幅0．85m、玄門側の

幅0．75m、最大幅は1．30mを測り、側壁は胴

張りを呈している。羨道は西側壁の石が抜き

取られているが、幅0．6m、長さ1m程度と推

定され、墓道の2Inがこれに続き周濠に至る。

石室には比較的長大な川原石を使用し、奥壁

を除いて玄室、羨道ともに小口積みに構築さ

れている。石室内の内部は基底石を据えた後

に淡赤褐色の粘土を4cm程の厚さに敷き詰め、

その面から排水溝が掘り込まれている。排水

溝は断面が（Ⅴ）字形で、玄室の中程から墓

道にかけて、中央に真直に穿たれており、そ

の長さ約4．5mである。また、排水溝は扁平な

川原石の蓋石で全面にわたって覆っている。

床面は三層構造となっている。即ち、下層の

奥半分は長さ10cm～20cmの方柱状の石を並列

状に敷き詰め、残り半分（玄門側）には、平

板状の川原石を平らに敷き詰め、中層には3

cm～5cm程度の太い砂利、さらに上層には1

cm～2cmの細い砂利を敷き詰めて礫床を形成

している。尚、奥壁に近い上層には敷石とは

写真2012号墳主体部（礫床下層部）

写真2112号填全景

写真2212号墳周濠内　北西部土器溜り

－27一



石とは別に長さ15cm～30cmの石材が長方形に並べられており、棺台として設置した可能性もあ

ると推考される。また、玄門には仕切り石が据えられていた。北東の墳麓には周濠の底面より

約1．5m上位に直径約20cmのピットが9個が約50cm間隔で一列に並んでいた。これは封土の崩

れを防止する土止めの杭跡と思われる。また、周濠の南東部には5個のピットが

1．2m間隔で1列に並んでいた。なお、周濠内の二ヶ所（北西部・南東部）に土器だまりを検

出した。

写真2312号填周濠内　南東部土器溜り

写真2412号墳　排水溝

－28－



第9図12号墳実測図
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出土品について

耳環（第12図）

（1）外径2．6cm、環の断面の直径0．5cm

（2）外径2．1cm、環の単面の直径0．2cm

（1）、（2）ともに銅環を銀薄板で包んだもの

であるが、銀薄板は酸化して一部に残る

程度である。

管玉（第12図）

長さ2．4cm、直径0．7cm。淡灰緑色で、滑

石製か。

小玉（第12区l）

紺青色32個、緑青色2個、合計34個。直

径0．3cm～0．8cmのガラス玉である。

鉄錬（第12図）

（1）長さ7cm、鋒幅2．3cm、背の厚さ0．5

cm、茎の長さ2．7cm。

（2）長さ5・1cm、鋒幅2・59m、背の厚さ0・6

cm、茎の長さ1cm。

（3）長さ3．7cm（下半分欠失）、鋒幅2．5cm、

背の厚さ0．2cm。

（1）、（2）、（3）ともに有茎三角形式に類する

ものである。このほかに鉄鉱の茎を2個を

検出した。

鉄錐（第12図）

長さ12．5cm、断面は方形を呈し、先端が

細くなっている。

鋲付飾金具（第12区l）

（1）縦3cm、横2cm、厚さ0．2cm。

（2）縦3．鮎皿、桟2cm、厚さ0．2cm。

（1）、（2）共に概ね長方形を呈し、表面に直

径0．5cm程の半球状の鋲の頭が左右に4個ず

つ縦に並び、裏面にその脚部の痕跡を確認

した。

写真2512号填　耳環（銀）

写真2612号填　管玉

●●　●●l鎗●●●●　●

●●●●●　e　●¢lβ　色一

書●●　ヾ　●曾歯　●も　●

●　●

は3

写真2712号墳　小玉（臼玉）

写真2812号墳　鉄　鍍（1日2日3）
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耳　環

流≠＝

小玉

（紺音色）

◎　◎　◎　◎　◎　⑳　◎　◎　◎　◎

（⊃　⊂）　ロ　⊂⊃　⊂）　ロ　ロ　ロ　⊂）＋〔⊃

◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎

管　玉　　　　　①　cD　①　①　①　皿　d CD　の　CD

〔：≡≡∋　　　◎　◎　◎　◎　◎　⑬　◎　◎　◎　⑳

①　　①　　①　　ロ　　ロコ　　①　　cD　　①　　ロ　　の

◎　　◎

c⊃　　　①

（緑青色）
の　　　◎

臼　　　　　①

鋲付飾金具

5　　　　　　10m
［二　I l l l i l l I r・P－一一j

第12図
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鉄鎌（第13・14・15図）

長さ21cm、幅3．4cn、背の厚さ0．4cm。

刃部の大半と先端部を欠失しているが、

残存部から柄が刃部に対して直角に近い角

度で付いていた曲刃の鉄鎌と推定する。こ

のほかに、鉄鎌と思われる鉄片4個がある。

刀子（第12図）

長さ5．9cm、幅0．9cm、背の厚さ0．4cm。

両端とも欠失している。

有蓋増（第16図）

玄室内の中はどの東寄り（被葬者の腹部）

の地点から増に蓋をした状態で検出した。

内部には粘土が充満し、内壁には柿の根毛

が密着していた。

蓋をした状態での高さは9．4cmである。

蓋は高さ3．4cm、直径9．6cmでつまみを伴わ

ず、ロ縁端部は丸味があり、頂部はへラ削

り調整を施している。

相は器高7．8cm、口径部の高さ1．4cm、口径

6．9cm、器体部最大径12．5cmである。頚部は

短く直立し、ロ縁端部は丸く仕上げられて

いる。体部は肩に張りがあり、幅0．2cm程の

沈線が認められる。底は丸く仕上げ、休部

の下半分にはヘラ削りが認められる。

増蓋（第17図）

口径13．6cm、高さ3．8cm、深さ3．3cm。

天井部と口縁部の境界に僅かに浅い沈線

が認められ、天井からロ縁部にかけて回転

へラ削り調整により丸くなだらかなカープ

を措いている。口縁端部は丸く仕上げてい

る。

卑真2912号墳　鉄　錐

（1）　　　　　　　　（2）

写真測12号墳　鋲付飾金具

写真3112号墳　鉄　鎌（1）

写真3212号墳　鉄　鎌（2）
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杯（第17図）

口径15．5cm。高さ4．4cm、深さ3月cm。

たちあがりが短く、内傾し、底部は丸く、外面の3分の2程度は回転へラ削り調整がみら

れ、内面は回転ナデ調整が施されている。

高塀（第18図）

器高20・5cm、口径18cm、深さ4cm、脚部の高さ16cm、脚部の底面の径16．2cmの有蓋高塀で、

師部に杯身の形状をそのまま転嫁させ、さらに、基部が細く、外反する長い脚を付けた形状

である。脚部には底面から2cmと9cm上位にそれぞれ2条の沈線を廻らし、杯の底面と中央

の沈線の聞及び中央の沈線と下方の沈線の間に直列3方向に透かし窓が刻まれている。

写真3312号墳　鉄　鎌（3）

「　　∴「

写真3512号墳　鉄　鎌（5）

写真37　有　蓋　柑

写真朗12号墳　鉄　鎌（4）

写真3612号填　刀　子
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写真39　　杯 写真40　高　蹄

土師器（第19区l）

過濠内南東部の土器だまりから甑の把手1対を検出した。

石製品（第19図）

表土剥離中サヌカイト製の石包丁と思われるもの1個、用途不詳のもの1個検出した。

轡
0　　　　　　　5　　　　　10cm

第13図　鉄　鎌
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塔　董

〆＿　「　＿

5　　　　　　10cm
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5　　　　　1、0cm

第18図　高　杯
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石製品
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第19図
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［Ⅱ］第三調査区（第20・21・30図）

本調査区は第二調査区の東方120m、谷一つ隔てた丘陵で、南方がやや高く（65．27m）、北へ

進むにつれて緩やかな下降（63．92m）する概して平坦な地形である。この丘陵も昭和の初期と

終戦直後に開墾し、削平整地され果樹園となり、56平方メートルはどの潅漑用水池も掘削されて

いる。掘削した土は凹地に埋土して整地し、施肥溝を全面にわたり掘り、遺構は相当に破壊され

ている。

本調査区には、1号墳・2号墳・3号墳・4号墳の古墳があると推定されていたが、さらに、

13号填、14号填、15号境の古墳及び1間3間の掘立柱建物1棟の柱穴を検出し、調査した。

（21図・30図（1）・30図（2）参照）

写真41第3調査区全景 写真56　柱穴1間3間

ー42－
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㌔

第21図　第3諷査区古墳配置図
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第30図（1）　堀立建物実測図
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（1）1号墳（第22・23・24図）

本調査区の南端（65．27m）に位置している。

北東部は道路に接し、完全に破壊されている。

存する周濠から推考し、直径16m程度の円墳

と思われる。僅かに残存する封土の断面を調

査すると、厚さ18cm程の封土に淡白色と黄褐

色の層が交互に密着して12～13層に達する。

これは淡白色の粘土を1．5cm余りの厚さに塗り、

この層のうえに黄褐色粘土を塗り重ねる作業

を繰り返して石室を密封したもので、断面が

淡白色と黄褐色の縞模様を形成していた。主

体部はN－590－Eに主軸を取り、西南西に開

口する横穴式石室である。石室の規模は玄室

の長さ3．62m、奥壁の幅2．04m、玄門部幅1．62

m、最大幅2．12m、羨道の玄門部の幅0．85m、

羨道入り口の幅0．92m、羨道の長さ2．80mで両

袖式のやや胴張りのある横穴式石室である。

玄門の石は抜き去られていたが掘り形から50

cm余りのかなり大きな川原石を使用していた

ようである。奥壁の基底石4個のうち1個が

外側へ倒れたまま残存していた。これは一辺

80cmに余る大形の川原石だが、厚さ20cm程度

の扁平なものである。側壁の基底石は長さ

1．20cm、厚さ30cm、高さ58cm程度といった長

大な川原石などが据えられ、その上に、玄室、

羨道共に比較的長大な川原石を小口積みにし、

写真421号墳全景1

写真431号填全景　3

その間には小石と粘土を充填して構築している。羨道に続いて幅1m、長さ4m程の「J」形

をした墓道が周濠に通じている。石室内は基底石を据えた後10cm程度の淡黄褐色の粘土を敷き

詰め、その上に奥壁より100cm程迄は栗石、それに続いて玄門まで扁平な大きめの石を並べ、

さらにそのうえへ砂利を敷き詰めて礫床を形成していた。排水溝は「Ⅴ」形で、玄門付近から

羨道、墓道にかけて中央に真直に掘られていた。

ー48－



第22図1号墳実測図

－49－



－50～51－

＋a′－　L＝64．44m



0　　　　　1m

L＿＿1」lllllllI

●

ノ
ズ

C

イ

玉

鉄　刀

鉄　鉱

耳　環

鉄　剣

第24図　1号墳遺物出土状況図
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出土品について

小玉33　（第25図）

柑青色小玉（ガラス製）（28）、緑青色（ガラス製）小玉（2）、緑色小玉（1）、白色小玉

（水晶製）（1）、暗紅色小玉（鴫瑠製）（1）

丸玉（鴫瑠製）1　（第25図）

直径1．2cm、高さ0．9cm、孔の直径0．3mm，0・2mmo

晴蛤玉（ガラス製）1　（第25図）

直径1．2cm、高さ1．2cm、孔の直径0．3皿。紺青色の玉に直径0・3mm程度の白色の丸い紋を三

方向に付している。（ガラス玉）

勾玉（窮翠製）2（内1は二分の一欠失）（第25図）

（1）長さ2．1cm、断面の直径約0．7cm、孔の直径0．2cmと0・3cm。

完形品で断面は円に近い丸味を形成し、よく磨かれていて、色は灰暗緑色である。

（2日1）と同形のものと推定できるが、先半分が欠失している。孔の付近は（1）に比して扁平

である。色は青緑色を呈している。

●句尋●　柵〃l聾就

⑳　薗

番

歯 澄

写真朝　小玉（臼玉）

写真46　購飴玉

写真45　丸　玉

ー53－

写真47　勾玉（1日2）



小玉

謬青色忘　◎　◎　◎　◎◎　◎　◎　◎

二　二　二　二　二　二　二　二　二　二

◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎　◎

二　二　二　二　二　二　二　二　二　二

◎　㊨　◎

∝11庇「＋皿

（緑色）

◎

琶）

勾　玉

開

通

（暗紅色）

◎

CO

（白色）

④

〔⊃

◎

①

0　　　　　　　　　5　　　　　　　　10cm

［二＿l l l一　＿1．＿　・i－‾‾‾．「．…　■・－．．．．‘・・．】・．・・－lT一一二二±う

第25図
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耳環　　5（内1は三分の二欠失）（銀環）

（第26図）

（1）外径2．7cm　　　断面の直径0．5cm

（2）外径2．7cm　　　断面の直径0．5cm

（3）外径3．0cm　　　断面の直径0．6cm

（4）外径2．2cm　　　断面の直径0．3cm

（5）外径2．3cm（推定）断面の直径0．2cm

（2）・（3）は残存する銀薄板の光沢を確認

できるが、他は酸化のため銀色の光沢は

認められない。しかし、銅環を銀薄板で

包んだ状況が確認できる。

玉類、耳環、は奥壁より45cm～120cm

の範囲で中心線の両側の側壁に近い地点

で検出した。

鉄刀（第27図）

長さ31．1cm、幅3cm。奥壁中央の15cm程

手前で検出した。一部欠失しているが中心

写真嶋　耳　環（1～5）

・‾：’

こタ　　　．、．．，

、・、ノ　　　ニコ

写真49　鉄　刀

（ナカシン）部に目釘穴と思われる3．8皿角の孔が1個ある。

±l主　＿：三千
5　　　　　　　　　10cm

第26図　耳　環

（4） （5）

◎　醇

第27図　鉄　刀
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鉄剣片　　2（第28図）

（1）長さ9．7cm、幅3cm、厚さ0．3cm

（2）長さ6．4cm、幅2．3cm、厚さ1．3cm

（1）と（2）が同一国体であるか確認できな

いが、奥壁より1．2m程手前の側壁際で検

出した。

刀子　　2（第28図）

（1）長さ4．6cm、幅1cm、背の厚さ0．4cm、

断面は楔形をなし、両端は欠失してい

る。（2）長さ10．6cm、背の厚さ0．4cm。刃

部は先端が欠失しており、断面は楔形を

呈している。柄部は長さ約6cmあり、断

面は長方形をしている。

銑鉄　　5（第28図）

玄室内の半分から奥の側壁に近い地点よ

り検出した。有茎三角式・柳葉式のものが

あるが、茎部が中途で欠失したものが多い。

（1），（2）の茎に布目痕・木質痕が検出された。

このほかに茎部を多数検出した。

短頚壷蓋（第29図）

器高3．1cm、直径7cm、立ち上がりの径

4．5cm。つまみは直径2．5cm、高さ0．4cmと低

く、扁平で基部の径は2．1cmと大きいもので

ある。天井は丸味があり、回転パケナデ調

整され、縁辺部より1cm程のところに幅0．1

cm程の浅い沈線がある。立ち上がりはオリ

コミ手法により、比較的高く、わずかに内

傾している。

鹿（第29図）

器高19．7cm、口径16月cm、頚基部径4．6cm、

休部径10．3cm、体部高6．9cm。ラッパ状に外

写真50　鉄剣片

翠

－56－
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写真53　鉄鍍茎



反し、比較的長く、やや太めの口頚部を有し、休部はやや球体状を呈しているものの、扇に

張りが見られ、肩部とその下1．5cmのところに、幅0．3cm程度の沈線がそれぞれ一条あり、そ

の間が櫛へラによる刺突文様帯となっている。この文様帯上に径1．4cm程の円孔が外方から

内方へやや底部へ向かって穿孔されている。口頚部は口縁端部が段をなしており、口縁より

2．5cm下に一条、それより2．8cm下に二条、さらに、その下に1．7cm程下のところに一条の沈線

があり、その間にそれぞれ櫛へラによる刺突文様帯を施している。体底部の二分の一程は回

転へラ削り調整が施されている。なお、この器は羨道のすぐ外の中央部に横倒し状態で検出

した。

灰層

玄門より1m程外方に幅1m、長さ2m程の灰層を検出した。これは墓前祭祀の行われた

ことを証明する跡と思われる。

写真54　短頚壷蓋
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短頚壷蓋



（2）2号墳（第31図）

2号境は1号墳の北北西方向約25mの地点にあり、1号墳より約0．5m程低い処に位置して

いる。ここも削平され、さらに果樹の植え穴、施肥溝の掘削などにより、かなり破壊されてい

る。僅かに残存する周濠などから推考し、直径12m程度の円墳と思われる。

主体部はN－120－Eに主軸をとり、南南西に開口する横穴式石である。

基底石は1部抜き取られているが、石室の長さ4．6m、奥壁幅1．7m、玄門付近の幅1・45m、

羨道の長さ1．6m、玄門幅1．05m、羨門幅0．84、と割合羨道幅の広い両袖式の横穴式石室である。

開墾後、玄室のほぼ中央部に肥え溜め壷を設置したらしく、地山に達する掘削跡があり、そ

の破片が認められた。玄室、羨道とも、基底石には長大なものを据え、その上に長手の川原石

を小口積みにし、その間隙に小石、粘土を詰めて構築している。なお、奥壁と側壁の隅は丸味

をもった積み方をしている。

床面は基底石を据え、黄赤褐色の粘土を敷き詰めた後、幅約20cm、深さ12～3cmの「Ⅴ」字

形の排水溝を玄室の中央より羨道中央を真直に掘られている。また、排水溝は扁平な川原石を

並べて蓋をしている。粘土を敷き詰めた床には、奥壁近くには扁平な大きめの石、中央より玄

門までは小型の扁平、または、長めの石を敷き詰め、その上に砂礫を敷き詰めて構築している。

尚、玄門には敷き石とは別に長手の仕切石を据えてあった。

：1

磁感
一一一

4一・一細

ノ
ー、＿

写真57　2号墳
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出土品について

鉄刀　1（第32図）

玄室の北東の隅、基底石の近くより検出

した。長さ23．3cm、刃部は20cm程度、幅3．2

cm、背の厚さ0．6cmである。

銑鉄　　2（第33図）

（1）茎の部分で長さ4．5cmで断面は概ね長

方形である。

（2）先端部分のみで、厚さ0．hm程である。

蛮（第33図）

口頚部と器体のごく一部だけである。口

頚部の高さ6．5cm、ロ縁部の径12．3cm、口頚

基部7．5cmで器形はやや小型。緩やかに外反

するロ頚部はその端部でわずかに肥厚し断

面は方形を呈する。

短頚壷（第34図）

頚部は、高さ2．5cmと短く、口縁部11．5cm、

わずかに外反するも先端部は直立気味に伸

び、上部に一条の沈線を有する。端部は平

らで内側に稜をもつ。

休部の径は22cmで肩は緩やかで張りがあ

り、上部に細・太各々一本の浅い沈線をと

もなう。底部は丸底で下半分はへラ削り調

整がなされている。

0　　　　　　　　　5

写真59　鉄　刀

い一妄紺．．、ト・軒、ヾ

写真60　鉄　線

写真61蛮

第32図　鉄　刀
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短頚増蓋（第33図）

口径10．4cmでつまみは伴わない。器高3．7C皿で口縁端部は平面をなし、肩には丸味がある。

天井部は回転へラ削り調整を施し、その他はユビナデ調整を施している。

杯身（第33図）

口縁部径14．1cm、器高4．3cm、立ち上がりは高さ1cmで、内傾し、その端部は丸い。底部

の外面の2分の1はへラ削り回転調整がみられ、暗緑色の軸薬が付着している。内面はユビ

ナデ調整を施している。

施（第33区l）

口頚基部より上部は欠失している。器体は球形を呈し、最大径は10．1cmである。

円孔は直径1．3cm、休部の最大径をはかる部位に外方より内方へ斜め下に向かって穿孔さ

れている。文様帯はみられず、底部より休部の最大径をはかる部位にかけてへラ削り調整が

施されている。

写真62　短頭重

写真朗　杯身

写真63　短頚壷蓋

写真65　施
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第34図　短頚壷
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（3）3号墳

標高64・75m、1号墳の北北東35m、2号境の北東20mに位置している。この地点は削平と

施肥溝の掘削りにより破壊著しく、石室の基底石の掘り形も、周濠も遂に検出できず、ただ、

撹乱された土に混じって扁平な川原石3個と疎50個程を検出したにすぎない。この地点より東

に7mのところで須恵器を検出した。

出土品について

挽（第35図）

口径10．3cm、器高5．5cm、深さ5cm。広口

で、休部は直立し、口縁部で僅かに外反し、

口縁端部は丸く仕上げている。また、休部

には1条の沈線を施し、底部は丸く、回転

へラ削り調整を施している。休部の外面及

内面全体はユビナデによる調整が施されて

いる。

短頚柑（第35図）

頚部は0．5cmと極めて短く、直立している。

口綾部はごく一部残存するのみで口径の測

定は不能である。器高9cm、器体の最大径1

4．3cm。肩に張りがあり、0．3cmの沈線一条

が施されている。器底はやや平らで肩部近

写真66　　域

写真67　短頚柑
くまで回転へラ削り調整が施され、肩より

上面はナデ調整を施している。有蓋短頚増と推考される。

第35図

－68－
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（4）4号墳（第36・37図）

棲高64．25m、1号境の北北東約80mの地点にあり、1号填、3号填、4号墳ははぼ1直線

に、等間隔に位置している。4号境も著しく破壊され、基底石は玄室の南隅に川原石3個、羨

道東壁に川原石5個残存するのみである。しかし、玄室、羨道ともに基底石の掘り形はほとん

ど検出することができ、一応、その規模を確認することができた。即ち、直径28m程の周濠を

もつ、南南西に開口する横穴式円墳と推考される。

主体部はN－190－Eに主軸をとり、玄室の長さ6．2m、奥壁は幅2．8m、玄門付近の幅2．2m、

羨道の長さ2．9m、羨道の幅1．65mの両袖式横穴石室である。墓道8mを経て周濠に至る。玄

門の内側から「Ⅴ」字型の排水溝を、羨道の中央に真直に墓道にむかって掘り、その上を扁平

な川原石で覆い、更に、その上に閉塞石を並べていた。羨門の外には、1号墳・2号墳同様に

灰層があり、その厚さ3－4cmであった。

玄室内では、撹乱された粘土と混じった砂利を僅かに検出したにすぎない。墓道からは須恵

器片を検出した。

写真68　4号境と14号墳（手前）

－69一

写真69　4号墳





第37図　4号噴石室実測図
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出土品について

短頚柑（第38図）

口頚部欠矢の為、器高は測定不能であるが、口頭基部の径5．5cm、器体の最大経10．9cmの

小型の相である。休部は肩に張りがあり、底は丸く、肩部近くまでへラ削り調整がなされて

いる。

嚢（第39図）

器高32cm、口縁部の経19．6cm、器体最大経31．5cm。外反する口縁部の端を折り曲げて、そ

の部分を肥厚し、端部には丸味がある。ロ頚部には、まったく文様を施さず、休部外面には

格子叩きの上、櫛状のもので仕上げ調整をしている。内壁は同心円の叩き文がみられる。な

お、体底部は丸く不安定であり、底には大きな歪み面がみられる。

写真70　短頚柑

写真71　嚢

第38図　短頚柑
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（5）13号墳（第40図）

1号墳の北約40m、標高64．75mの地点にあり、削平による破壊著しく、地表に粘土と混じっ

た砂礫が表われていた。その下層に第1層の扁平な川原石の集団が検出されたものの、撹乱さ

れており、石室の基底石も、その掘り形も、検出できなかったが、周濠の一部を検出すること

ができた○周濠及び川原石の大きさ、形状、集合の状況から石室の大体の位置は判明したもの

の、規模、構造などについては確認できなかった。

（6）14号墳（第36・41・42図）

1号墳の北北東約61m、標高64．25mの地点にあり、

4号境と隣接し、ともに本調査区の北東部に位置し

ている。東北東から東南東にかけては傾斜が急で、

約3m下は道路に通じている。北側には約7mの処

に4号墳の周濠がある。石室は開墾時の削平により

破壊されているものの下半が残存し、遺存状態が概

して良好である。

主体部はN－700－Wに主軸をとり、ほぼ東南東に

開講する横穴式古墳である。石室は、長さ

6．00m、玄室は長さ4．00m、奥壁幅1．4m、玄

門側幅1．17m、最大幅1．70mでやや胴張りし

ている。羨道は長さ2．00m、玄門側幅0．9m、

羨門幅1．07mを測り、やや胴張り気味の両袖

式の横穴式石室である。

奥壁と側壁の交わる隅は丸味をもった交わ

り方をしている。

石室の基底石には長大な川原石を据えその

写真72－114号填

上へ小口積みに南側・奥壁は3－4段に、北　　　　写真7314号墳　奥壁隅

側は5段程度に、送り出し気味に構築された状態で残存していた。なお、玄門より1m程内側

で側壁が崩れ、天井石とともにに落下した状態も見られた。

玄門には、特に長大な川原石を据え、床面に仕切石を2個並べている。

玄室の床は扁平な川原石を敷き、その間隙に栗石を詰め合わせて構築していて、上層に砂利、

或は、栗石の層が設けられていない特異なものである、また、扁平な川原石を敷き詰めた床面

には多数の大型須恵器の破片が散乱していた。羨道よりの扁平な川原石の下から羨門外へ、中

央に一条の「Ⅴ」字型の排水溝が設けられていた。羨道の中程には、長手の石を2列並べ積ん

だ閉塞石を確認した。閉塞石と羨門の間に、高杯・杯・相の破片が検出され、墓前には、幅0．

55m、長さ1m、厚さ0・15m～0．25mの灰白色の灰層を検出し、墓前祭を物語っている。
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第40図13号墳実測図
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出土品について

耳環（第43図）

（1）外径2．4cm、太さ0．5cm。C型の銅環に薄銀板をかむせた銀環で、玄室の鏡石より約2

m程離れた北壁側の礫床で検出した。

（2）外径（長径）2．6cm、（短径）2．3cm、太さ0．6cm、C型の銅環に薄銀板をかむせた銀環

で、玄室奥の南側壁で検出した。（1）よりも腐食が進んでいるものの銀の光沢が確認でき

る。

餃具（第43図）

（1）、（2）、（3）、ともに直径0．5－0．7cmの鉄棒で作製したもので、馬具の一部ではないか。

飾り金具（第43図）

厚さ約0．3cmの鉄板で作製したもので、片面に直径0．7cm程の鉄の小球を付け、短径2．1cm、

（長径は部分欠矢のため測定不能）の小判型の飾り金具か。

鉄器（第43図）

厚さ0．1cm程の鉄板製で、底面が丸味のある三角状で、上方は丸く円錐状をし、中は中空

である。

写真74　耳　環

写真76　飾金具
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写真75　校具

写真77　鉄　器



銑鉄（第43図）

鉄鎖の先端部で、錆部の厚さ0．1cmである。他に長さ約5cmの茎を一個検出した。

鉄片（第43図）

やや湾曲した鉄板片4片含む10数点を採集した。

写真78　鉄　鎖

華’、lこ・P÷竃

写真79　鉄　片
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杯蓋（1）（第44図）

器高2．0cm、口緑部の径10．7cm、天井部外

面の中央には径2．9cm、高さ0．3C血で、中央

に凹面をもつ擬宝珠様のつまみが付され、

たちあがりは、高さ0．6cmと比較的高く、内

傾し、下方にのびている。口縁端部より2．4

cm程内側の上面に一条の沈線を施している。

口縁端部、たちあがりの端部ともに丸く仕

上げられている。

杯蓋（2）（第44図）

器高3．9cm、口綾部の径15．8cm、天井部外

面の中央には径2．8cm、高さ1．2cmで中央に

浅い凹面をもつ擬宝珠様のつまみを天井部

成型後に貼付し、その後、回転ナデ調整を

施している。たちあがりほ内傾し、高さ1．5

cmあり、口縁端部よりも下方に張り出して

おり、端部は丸く仕上げ、手法的には、バ

リツケによるものと思慮される。

杯蓋（3）（第44図）

器高4．6cm、口縁部の径18cm、天井部外面

の中央には径2．4cm、高さ1．4cmで、中央に

凹面をもっ擬宝珠様のつまみが付されてい

る。また、口縁端部は丸く仕上げている。

（1）・（2）・（3）とも天井外面は扁平状で、緩

やかな傾斜をもち、内面外面ともに回転ナ

デ調整をしている。

高塀蓋（1）（第44図）

器高5．2cm、口縁部径15．6cm。天井部外面

は丸味を有し、中央部には直径3．3cm、高さ

0・5cmのつまみを付している。天井部と口縁

部の境界には鈍い稜と、深い沈線を施して

写真80　杯　蓋（1）

写真幻　高杯蓋（1）
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いる。口縁部はやや「ハ」字型に外反し、

端面の内面は丸味をもち、外面は幅0．3cmを

へラ削りの後、へラかき文を施している。

高塀蓋（2）（第44図）

器高5．4cm、口縁部径15．5cm。つまみの径

2．3cm、高さ0．9cmである。口縁端部は内傾

する段を有する。そのはかは（1）と同様であ

る。

高塀蓋（3）（第44図）

器高5．8cm、口縁部径15．4cmで天井外面は、

（1）・（2）に比して丸味が強く中央部に直径2．4

cm、高さ0．7cmのつまみを付し、全面を回転

へラ削り調整を施している。口縁部は「ハ」

字型に外反し、端部内面は内傾する段を有

する。天井部、口縁部とも内面はミズヒキ

による手法が施されている。

高塀蓋（4）（第44図）

器高5．4cm、口縁部径17．3cm。天井部外面

は丸味をもち、中央部に直径2．9cm、高さ

0．7cmで、中央部がくぼんだ円盤状のつまみ

を付している。天井部外面は、回転へラ削

り調整をしている。天井部と口縁部の境界

には深い沈線を施している。口綾部は丸味

をもって「ハ」字型に外反するも端部は丸

味をもち、外面に外傾する段を感じる。

写真糾　高塔蓋（2）

写真85　高時蓋（3）

写真86　高杯蓋（4）
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高塀蓋（5）（第45図）

器高5．4cm、口縁部径16．0cm。天井部外面

は丸味をもち、中央部に直径3．1cm、高さ

0．鮎mの凹んだ円盤状のつまみを付す。天井

部は回転へラ削り調整が施され、中程に沈

線一条がある。天井部と口縁部の境界には

幅0．2cm程の浅い沈線を施している。口縁部

は中程に沈線一条がある。天井部と口縁部

の境界には幅0．2cmの浅い沈線を施している。

口縁部は中程で絞り気味に外反し、端部は

丸く仕上げている。

高塀蓋（6）（第45図）

器高5．7cm、口縁不径16．8cm。天井部外面

は丸味をもち、中央部に直径2．6cm、高さ1．1

cmの中央がくぼんだ擬宝珠様のつまみを付

している。天井部全体に回転へラ削り調整

を施している。口縁部と天井部との境界に

は、浅い沈線がある。口綾部は直立気味で

端部の内面には内傾する段を有す。

高峰蓋（7）（第45図）

器高5．2cm、口縁部径15．5cm。天井部外面

は丸味があり、全面に回転へラ削り調整が

施されている。また、中央部には直径2．5cm、

高さ0．7cmの中央がくぼんだ擬宝珠様のつま

みを付していいる。天井部と口縁部の境界

とその上部1cmのところに浅い沈線がそれ

ぞれ1本施されている。口縁部は中程で絞

り気味に僅かに外反し、口縁端部は丸く仕

上げている。

高塀蓋（8）（第45図）

器高6cm、口縁部径17cm。天井部外面に

－89－

写真87　高杯董（5）

写真88　高坪蓋（6）

写真89　高時蓋（7）

写真90　高杯蓋（8）


